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Ⅰ. 概要 －研究背景－

高齢化の進行
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前期高齢者率（65～74歳） 後期高齢者率（75歳～） 高齢化率

65歳以上人口推移

・ 車椅子や杖の使用者が増加

・ 視力や判断能力の低下

Ⅳ. 結論

本手法では

・視覚障害者や車椅子利用者，高齢者向け

の歩行支援用に対し，危険を警告するこ

とで走行補助が可能

・提案手法によって，路面の危険な状況を

検知することが可能

Ⅱ. 提案手法

走行補助システム

超音波センサを用いて超音波を

対象物に向け発信し，反射波を得る

検知結果から，車椅子使用者にして

ブザー等で危険を警告し，走行を補助する

地面判別法
・ 測定距離ごとの反射強度告

異常検知の設定例
・ 距離に応じた反射強度のマップを用意。
しきい値Vth以下の場合に歩行に適した場所
から所から逸脱するおそれがあるとして警告
・ 指定した距離の範囲外が測定された場合に
衝突や転落のおそれがあるとして警告

III. 実証実験

提案装置

・車椅子使用者のための走行補助装置
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Ⅲ. 実験

今後の発展

Ⅳ. 結論

・角度の変化に対応させること
で，認識能力を向上させる

・実用化に向けて，さらなる小
型化や簡易化を行う

・視覚障害者支援のため，白杖
に搭載可能な走行補助システ
ムの開発

転倒事故を防ぐには

・ 適切な歩行支援

・ 路面状況の把握

・ 危険の検知，警告

超音波センサを用いた
反射強度による地面判別

超音波センサを用いた
走行補助システムの開発


